主な仕様 


取巧説明書 


■般仕様 

赤外線トランスミッター部 ( HP-ALW 目 00 T ) 

ホが線波長： 850 nm 
変調方式： 周波数変調 
搬送波周波数： ちチャンネル 2.8 MHz 
左チャンネル 2.3 MHz 
受信距離： 約7 m (正面軸上） 

受信有効角度： 約9日度(左ちち向/発光部中む） 

再生周波数帯域： 2日 Hz ~ 24.000 Hz 
ひずみ率： 2 %な下 (1 kHz ) 

電源： DC 9 V (専用 AC アダプター使用） 

音声入カコード： コード長 1.5 m 、 03.日 mm 24金メッキ 
ステレオ三ニプラグ付 

外形寸法： 幅1 2.2 cm X 奥行9.日 cm X 高さ 9.7 cm 
質量：112吕 ( AC アダプター別） 

添付物.付属品 

へッドホン部 ( HP-ALW 目 00 H ) 

保証書 . 1 

取扱説明書 . 1 

ヴービス窓□案内 . 1 

専用 AC アダプター . 1 

り 47 日日 9-001) 

変換コード . 1 

(03 .巳 mm ステレオ三ニジャックーピンプラグ X 2) 

型式： オープンエアーダイナミック型 

使用ユニット： □径3日 mm 

電源： 専用ニッケル水素充電池 (1.2 V /550 mAh ) 

電池持続時間： 約2日時間(約24時間充電時） 

(使用条件によって変わります。） 

質量： 82吕(内蔵ニッケル水素充電池含む） 

※本機の仕様およびが観は改善のため、予告なく変更することびありますのでご了承ください。 

r 保証とア フターヴー ビス : 

♦保話書は必ずお受け取りください 

この商品にはイ呆証書を別途添付しております。イ呆証書はお買 
い上げ販売店でお渡ししますので、所定事項の記入、および 
記載内容をご確認いたださ、大切に保存してください。 

•保話期間について 

保証期間はお買い上げ曰より1年間です。保証書の規定に 
従って、お買い上げ販売店にて修理させていたださます。 
その他詳細は保証書をご覧<ださい。 

♦保話期間経過後の修理について 

保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店にご 
相談ください。修理によって機能び維持できる場合は、お 
客様のご要望により有料で修理いたします。 

♦補修用性能部品の保有期間について 
当社は、このコードレスへッドホンシステムの補修用性能部 
品を製造打ち切り後、8年間保有しています。補修用性能部 
品とは、その製品の機能を維持するためにぶ、要な部品です。 

♦修理を依頼されるときは 

「故障かな？’’’」の各項目をよくお読みのラえ、再度お調 
ベください。それでち具合の悪いとさは、お買い上げ販売店 
に次のことをお知らせください。 

■ビクターコードレスへッドホンシステム 

HP-ALW 巨 00 
■お名前とおところ 
■電話番号 
■故障症状（詳しく） 

なお修理のご用命の際は必ず本システム全体をご持参ください。 
参 アフターサービス についてご不明な点は 

ご転居、ご贈答、その他アフターサービスについてご不明な 
点は、お買い上げの販売店、または別紙サービス窓□案内を 
ご覧のうえ、最寄りのヴービス窓口にご相談ください。 

ご相談窓口におけるお客様の個人情報の取扱いについて ^ 

ご相談窓□におけるお客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理およびその確認に使用し、適切に管理を行い、お客様の 

L 同意なく個人情報を第=者に提供または開おすることはありません。 J 


ご相談や修理は 


ビクター製品についてのご相談や修埋のご依巧は、 
お買い上げの販売店にご相談<ださい。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓□にご相談<ださい。 


お買い物相談や製品についてのを版的なご相談 
お客様ご相談センター 


函 0120-2828-17 

携帯電話- PHS • FAX などか日のご利用は 

電話 （045) 450-8950 
FAX (04 己） 450-2275 

〒吕吕 1-8 己吕8おお市巧奈川区守屋町 3-1 吕 


ビクターホームぺージ http://www.victor.co.jp/ 

日本 ビクター 株式会社 

干22 1-8 日28横お市神奈川区守屋町 3- 12 

© 2005 Victor Company of Japan , Limited lntoo 52 -ooia 
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コードレスへツドホンシステム 
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お買い上げありびとうございます。 

♦ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
そしてお読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管してください。 

♦製造番号は品質管理上重要なちのです。お買い上げの際は本機の製造番号び正しく記 
されているか、またその製造番号と保証書に記載されてし局製造番号び一致しているか、 
お確かめください。 


主な特長 

♦へッドバンドび消えた軽快コードレスへッドホンシステム 

♦ トランスミッターにへッドホンを載せるだけの簡単オンスタンド巧電 

♦高磁カネオジウムユニットによりコンパクトボディなび5迫力の高音質ヴウンドを再生 

•髪型の乱れを気にせず自由なスタイルで快適リスニングを実現 

♦電池代のかか5ない経済的な巧電式（巧電池内蔵） 

•受信エリアをがれた時にノイズをカツトするオートミューティング機能 


詳しくはこの取扱説明書の中面をご覧ください。 


巧を上のご注意 


ご使用の前にこの r 安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになったあとは、し VD でも見5れる所に大切に保管してくださし、。 


給表示について 


製品を安全に正しくお使いいたださ、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 


この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こまたは 
重傷を負う可能性び想定される内容を示しています。 


A 注意 


この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可 
能性、または物的損害が想定される内容を示しています。 


>絵表のの説明 注意をうながす記号 行為を禁止する記号 行為を指示する記号 

A Q ® 〇 


警告 


Y !\ 注意 


■万一、次のような異常が発生したときは、そのまま使用しない。 

-煙び出ている、異臭びする 
-内部に水や物び入ったとさ 
-落下などにより破損したとさ 
-電源コード （ AC アダプター）び傷んだとさ 
このよラな異常び発生したまま使用していると、乂災 
や感電の原因となります。すぐに電源を「切」にし、 

必ず AC アダプターをコンセントから抜いてください。 

煙び出な<なるのを確認してから販売店に修理を依頼 
してください。お客様による修理は危険ですから絶対 
におやめ <ださい。 



■表示された電源電圧於がの電圧で使用しない。 

故障、乂災•感電の原因になります。 


の 


■この機器を分解-改造しない。 

故障、乂災•感電の原因になります。 



■ニッケル水素巧電池と本機の取り扱いについて。 

充電するときは必ずこの機器（へッドホン、 
トランスミッター）を使用する。 
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源プラグ （ AC アダプター）を巧くとさは屬原コード 
を引つ5長5ない。 

コードに傷びつき、乂災•感電の原因となります。 
必ず電源プラグ （ AC アダプター本体）を持って抜いて 
<ださい。 


IAC アダプターの取り扱いについて。 

-この機器には専用の A C アダプターをご使 
用ください。それ！;(外のをのを使用する 
と、故障、乂災•感電の原因となります。 

• A C アダプターを布や布団でおおったり、 
包んだりしないでください。熱びこもり、 
ケースび変形し、乂災の原因となることび 
あります。風通しのよい状態でご使用くだ 
さい。 



■へッドホンを使用するときは、音量を上げすざない。 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞くと、 
聴力に悪い影響を与えることびあります。 


辣戴を A 


本機を巧案ずるとをのごま意 


使用上のご注意 


鎮 


Ni-MH 

このマークはニッケル水素 
充電池の U サイクルマークです。 


■本機の内蔵巧電池にはリサイクル可能なニッケル水素巧電池を使用 
していますので、廃棄の際は、添付のビクターヴービス窓□案内を 
ご覧のうえ、最畜りのビクターサービスエンジニアリング株式会社 
にお持ちください。 


■直射日光やストーブのような熱器具の近くなど、高温になるところに放置 
すると、変形-変質をまねくため、ごを意ください。 

■巧れびひどい場合は、中性洗剤などで}式さ取ってください。シンナーやベン 
ジンなどは、絶対に使わないでください。 

■イヤーパットは通常の使用や保を状態でち、経年変化で自然劣化する場合び 
あります。劣化時は早めにイヤーパットの交換修理をお勧めいたします。 
■標準ジャック （06.3 mm ) のヘッドホン端テ付 AV 機器に接続する場合は、 
別売のプラグアダプター AP -] ] 3 A をご使用ください。 






































































H " ■ か*由 I 、ド frU 曰 ah " 本機は巧®式のへッドホンでず。お曼い上げ時には十分に？5電されていません。 

I ホレの C の保い lu # ホ々巧口げ お使いになる前に r®®js 蘭 @雜」の項目を参照し必ず巧電を行なってください。 



トランスミッター裏面 



(( - 



家庭用 AC アダプター 



家庭用 AC1 日日Vコンセントに接続 




してください。 



他の AC アダプターを使用すると 


口り 


故障の原因になることびあります。 


マ 


必ず付属の専用 AC アダプターを 




ご使用ください。 
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①巧 


トランスミッターの設置場所を確認します。 

再生機器を接続します。 

AC アダプターを接続し、家庭用 AC] 日日Vコンセントに差し込みます。 
(ヘッドホンと再生機器の音量は最小にしておきます。） 


トランスミツターの設置場所一 

トランス S ツターからのホが線び届く範囲は下図の通りです。 
範囲内でへッドホンび使用できるように、トランスミッターを 
設置してください。 


上か5見た図 


横か5見た図 



◊壁や不透明なガラスなどの障害物は赤外線を通しません。 
必ずトランスミッターび直接見える位置でお使いください。 
また、ご使用になる部屋の条件によっては、使用でさる範囲 
び変わることびあります。 

◊トランスミッターは水平な場所に設置してください。また、 
放熱礼をふさびないようにしてください。 

◊赤外線発光部の明るさにムラびある場合びありますび、赤外 
線の届く範囲などの性能には問題ありません。 


I — 才ートミューティング機能について 


赤外線びうまく受光されないと、才ート三ューティング回路の働さにぶ0、 
耳ざわりな雑音ととをに自動的に音び消えます。 

このよラな場合には、トランスミッターに近づき、赤外線び届<範囲内 
でご使用ください。 



ライン出力端テに接続する場合は、 
付属の変換コードをお使いください。 

ライン出力端テは、へッドホン端子に 
比べて信号び小さ<、ノイズび発生する 
ことびあります。 

そのときはへッドホン端テに接続して 
音量を調節してください。 


接続 

接続する機器のへ ツドホン端子に 接続します。 



ん, 


HP-ALW6 日日や接続する機器の破壊などを防ぐため、ヘッド 
ホンプラグやピンプラグを抜さ差しする時は接続する機器の音 
量を最小にしてください。 

-プラズマディスプレイとの同時使用はでさません。 

(プラズマディスプレイより発生するノイズ妨害を受ける場合び 
あります。） 



へツ ドホン 



1•へッドホンを装着します。 


♦ヘッドホン（ストップアクションフック）左百 


イヤーパットとイヤー 
フックの間にちをはさ 
み、本体をちに押しあ 
てます。 

前後に回しなびら最適 
な位置になるよラ調節 
します。 


2•ヘッドホン（ち側）の電源スイッチを入れます。 

(ランプ点む） 

3•接続した機器を再生します。 

音声信号び入力されると自動的にトランスミッターの電源び日 N になります。 
曲の始まりび静かな音楽を再生した場合、トランスミッターの電源び曲の 
始まりから日 N にならない場合びあります。このよラな場合には、あらか 
じめ音量の大さな音楽を再生してトランスミッターの電源を日 N にしてか 
らご使用ください。 

4•接続した機器の音量とへッドホンの音量を調節します。 



接続した機器の音量をなるべく 
上げて、音びひずまない範囲で 
大きくします。 

そのラえで、へッドホンの音量 
を少し下げた位置でご使用に 
なりますと、より良い音質で 
楽しむことびでさます。 

(へッドホン端テ接続時） 



コードレスへッドホンは製品の特性上わずかなノイズび発生します。 
静かな曲の時、または曲間などでノイズび聞こえることびありますび、 
本機の性能であり故障ではありません。 
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へッドホンを外し、電源スイッチ 
を切ります。 

トランスミッターは約2〜3分間 
音声信号び入らないと、自動的 
に電源び切れます。 

使い終わったら、へッドホンの 
充電をしてください。 


長時間、このへッドホンシステム 
をお使いにな!5ないときは 、 AC 
アダプターをコンセントか!5巧い 
て < ださい。 


ヘッドホンの電源スイッチを切り、ち図 
のようにへッドホンの向きを合わせて 
トランスミッターの上に置きます。 

この時充電ランプび点巧するように、 
へッドホンのコードを壁理してから両手 
でしつかりと置いてください。 

•ヘッドホンを置く時、無理な力を加えると 
トランスミッターの充電端テび変形するこ 
とびありますので、ごを意<ださい。 

• へッドホンを充電中にトランスミッターの 
充電ランプの明るさび変化する場合びあり 
ますび、これは本機の性能であり故障では 
ありません。 


へッドホンの充電 



-充電の目を一 

24時間の充電で、約20時間使用できまず。 
(使用条件によってかわりまず。） 



充電ランプは、内蔵巧電池の通電が態 
を表示していまず。正しくヘッドホン 
び置かれているときは満充電になって 
も常に点なしていまず。 


巧電時のごま意 


• 本機の充電は少しずつ行われまず。 
充電のしずざによって故障ずることは 
ありません。 

• 十分に充電しても使える時間び短い 
時は、1〜2回使いきってから充電し 
てお使いください。使用時間び回復し 
まず。 

• 上記の巧放電を行なっても使える時間 
び通常の半分な下になった時は、内蔵 
巧電池の寿命でず。内蔵巧電池の交換 
の際は、別紙のビクターサービス窓口 
案内をご覧のラえ、お近くのビクター 
サービス窓口にご相談ください。 
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巧盾かな 


おかしいな？故障かな？と思ったら修理に出す前に次のことをお確かめください。 


音がでない 

-充電をする。 

-トランスミッターの接続を確認する。 

•へッドホンの電源スイッチを入れる。 

•接続した機器の電源を入れ、再生を始める。 

-接続した機器の音量を確認する。 

•へッドホンをしっかりと装着する。 

•へッドホンのボリュームを適度な音量に調節する。 

-赤外線の届く範囲でへッドホンを使用する。 

音がひずむ 

-充電をする。 

-接続した機器の音量を確認する。 

•へッドホンのボリュームを下げる。 

雑音が多い 

-充電をする。 

-トランスミッターとヘッドホン間の障害物を取り除く。 

-接続した機器の音量を確認する。 

巧電でさない 

•充電ランプび点灯するように、ヘッドホンのコードを整理し、向きを合わせてトランス 
ミッターの上にしっかりと置く。 

- AC アダプターの接続を確認する。 


ホか線コードレスシステムについて] 


ドレス マークは当社のホが線コードレスシステムマークです。 

赤外線利用の光伝送システムは、その固有の特性からご使用の際には、下記事項を 
参考にしていたださ、最適な U スニング環境のをとで、充分にお楽しみください。 

♦太陽光に含まれる赤外線： 

太陽光には、紫外線から赤外線を含め幅広い波長の光び含まれています。本シス 
テム利用の赤外線をこの中に含まれており太陽光による影響を受けやすいので、 
屋外、窓ぎわ、サンルーム等、直射曰光の当たる場所でのご使用は避けてください。 

参光の直進性： 

光は障害物によって遮断されますので、必ずトランスミッターを直接見通せる位置 
でご使用ください。 


♦光の反射： 

室内でち、採光び良く、壁•家具等び白色系統の場合、光の反射び生じ、雑音の原因 
になります。このような場合、トランスミッターとの距離を近づけ影響を受けない 
ような状態でご使用ください。 

♦光の減衰： 

光は光源から離れるに従い弱まります。本システムは、トランスミッターとヘッド 
ホンの距離を中央で約7 m 1；(内として、最適な U スニングポジションでご使用くだ 
さい。 



























































































































































































































